
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほどはら通信  

発行 ／ 社会福祉法人あぶくま福祉会 就労継続支援Ｂ型事業所 ほどはら授産所  

〒960-0657 伊達市保原町字中瀬町 100 ℡／fax 024-575-4355 

ほどはら 

３月の主な行事
３月３日（火）誕生会・ひな祭りのつどい  

 ６日（金）工賃支給日 

７日（土）土曜利用日 

３１日（火）年度末賞与支給日 

 

佐藤静香さん 畠 海就さん 松浦広貴さん 

誕生月のみなさん おめでとうございます。 

誕生会は３月３日に行います。お楽しみに！ 

鬼を退治し 福招く！ 

2月３日、節分のこの日、ほどはら授産所で「節分のつどい」を行いました。 

当日は午前の作業を早めに切り上げ、午前１１時半、食堂に集まって集いを持ちました。はじめ

に開会のことばを升田裕丈さんが務め、佐藤所長からあいさつがあり、季節を分ける節分は年４回

あり、年の初めとなる春の節分が大事なことで、鬼が季節の変わり目にやって来るので退治するよ

うになったことなど、節分のお話しがありました。そのあと３人の鬼が食堂の外の出入り口から現

れ、今年の年男、升田裕丈さん、佐々木仁志さん、吉田雅哉さんが、鬼めがけて豆をまき鬼を退治

しました。今年も、ほどはら授産所謹製「福豆」をまきました。 

豆まきを終えた後は、すし竹様からご寄付いただいた「節分のお寿司」の会食タイムです。すし

竹様に感謝しながら、利用者さんたちは美味しくいただきました。そして閉会のことばを菊地昭広

さんが述べ、お開きとなりました。 

 

鬼めがけて豆をぶつける年男の升田裕丈さんと佐々木仁志さんと吉田雅哉さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も３人の鬼が登場 

美味しそうにお寿司をいただく利用者さんたち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大竹社長さん㊨からお寿司を受け取る

両施設利用者代表の皆さん 

2 月３日の節分の集いに合わせて、今年もお寿司

のテイクアウトで人気があるすし竹様から、節分の

お寿司のご寄付をいただきました。 

当日は、ほどはら授産所ロビーで贈呈式が行われ、

ほどはら授産所から利用者代表の本田真由美さんと

大橋千春さん、だての郷から利用者代表の萩原良一

さん、山口美保さんが出席し、すし竹代表取締役社長

大竹進二さんからお寿司の贈呈がありました。毎年

ご寄付いただいておりますこと、この紙面を借り、す

し竹様に厚く御礼を申し上げます。 
（その御礼に、２月 20 日、すし竹赤橋店に利用者さんの代表

が伺いました。8ページに関連記事） 

福豆を配る！ 
２月３日、節分の日にほどはら授産所謹製「福豆」の贈呈を帰

りの会の中で行いました。 

この豆は、昨年春に農耕園芸班の皆さんが当所の実習農園に落

花生の苗を植えて育てたもので、昨年暮れに収穫を行い、土取り

して自然乾燥をさせ袋詰めにしたものです。この日は鈴木次長か

ら一人ひとりご家庭にお持ち帰りいただき、節分に自宅でまいて

もらうようお渡ししました。福豆をいただいた利用者さんらは、

農耕園芸班の皆さんに感謝し、御礼の拍手を贈りました。 

この「福豆」は、１月３０日梁川町にある曹洞宗臥龍山興国寺

ご住職様にご祈祷いただいた縁起の良い豆です。 

美味しそうにお寿司をいただく利用者さんたち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほどはら授産所作業班

 2025.4－26.3
令和 7年度作業班の活動を報告します。 

利用者の皆さん、お疲れ様でした。 

今年度もケガ等もなく活動でき多くのお客様にご注文いただき無事納品できましたこと、利

用者様・保護者様・各関係者の皆様のご協力に感謝申し上げます。 

花の植え替えや納品準備など、この一年あっという間に過ぎた様に思います。利用者の皆さ

んには、猛暑の中でもスムーズな動きで活動されておりました。今年も内輪だけでしたが、あ

ぶくま祭りも開催でき、春と秋の花市ウィークの開催や、市役所をはじめイベントでの販売会

参加を通して、農耕園芸班の皆様の活動に様子を見ていただけたことは、大変良かったと思い

ます。 

来年度は、今年以上に利用者様の健康管理・安全を優先し、事故等に注意しながら品質の良

い花苗栽培をして参りますので、皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。利用者の皆様

一年間ご苦労様でした。来年度も笑顔あふれる一年にしていきましょう。 

（担当：職業指導員 松浦幹樹） 

農耕園芸班 

 

花苗ポット再利用のため、きれいに磨く利用者さんたち 

農耕園芸班の皆さん 

花苗の植え替えをする利用者さんたち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度リサイクル班は、夏より前任の鈴木次長から引き継ぎ、電子部品を分別・解体するリサ

イクル作業と介護用ベッドや歩行器などの福祉用具の洗浄作業を行ってきました。作業量も波は

ありますが途切れることもなく、作業を進めることができました。また、メンバーの皆さんにお

いては、ケガもなく一年間責任をもって取り組むことができたと思います。 

作業状況としては、洗浄作業は福祉用具の需要が急速な高齢化社会の進展に伴って、今後も長

期的に需要増加が見込まれています。納期までに、ひとつひとつ細部まで丁寧に洗浄、仕上げを

行いました。また、リサイクル作業は、リサイクルの用途に応じた分別・解体に順応に対応し、

協力しながら作業を進め分業することで効率よく作業を進めました。 

リサイクル班の皆さんは、どの作業においてもやる気に満ちており、熱心に取り組む姿勢は今

後も大切にしていただきたいと思います。 

来年度もこれまで以上に利用者様の健康維持と安全な作業環境を優先していきたいと思いま

す。リサイクル班の皆さん、一年間お疲れ様でした。 

                     （担当：職業指導員 八巻義博） 

リサイクル班 
 

リサイクル班の皆さん 

歩行器の洗浄作業をする

利用者さん 

精密機器の部品を分解作業する 

利用者さん 

 

ＡＥＤパッドの分解作業をする 

利用者さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手工芸班の皆さんですが、フルーツネットの作業・タオルたたみ作業・トイレットペーパー

包装作業を行っていただいております。本人の得意分野の作業を行っていただいていると感じ

ております。皆さん「楽しいね」と言いながらどんどん作業をこなしています。他の利用者さ

んを気にすることなく、本人のペースで出来るのが良かったようです。おかげで毎日私はあお

られています。うれしい悲鳴です。 

又、タオルもフルーツネットもコンスタント入るので、二手に分かれて作業に取組んでいま

す。皆さんとても充実した日々を過ごしております。 

中には、手先の器用さを生かし、リサイクル班の作業の手伝いもさせていただいている人も

います。 

これからも新規作業の作業や班の枠を超え皆さんで協力をして頑張っていきたいと思いま

す。 

ご家族の皆様には、今まで同様利用者の皆さんの成長を暖かく見守っていただけたらと感じ

ております。 

今年度は、お世話になりました。ありがとうございます。令和８年もよろしくお願いいたし

ます。 

                      （担当：生活支援員 管野富江） 

 

手工芸班 
 

手工芸班の皆さん 

旅館タオルの袋詰め作業をする利用者さん フルーツキャップ折り作業をする利用者さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 段ボール班のみなさん、一年間大変お疲れさまでした。今年度も大きな病気やケガもなく健

康で一年の作業を頑張ることができました。 

 今年度も注文のない日が続いたと思えば、急な注文が突然舞い込むという状況もありました。

逆に注文が少ない時はみんなで少ない製品を分け合い、電子部品の分解、分別作業に取り組み

乗り切ることができました。このように大変波のある作業状況ですが、みなさんやる気に満ち

溢れており、今後もこの気持ちを忘れずに作業に従事していただければと思います。 

 また、今年度も伊達市保原町工業団地にあります「王子コンテナー株式会社福島工場」様の

ご協力のもと、利用者の皆さんの特性に合わせながら、仕事に取り組むことができました。 

来年度もみんなで協力しながら頑張っていきたいと思います。一年間ありがとうございまし

た。                   

            （担当：職業指導員 熊坂正俊） 

 

 

段ボール班 

 

ボンドをつけて箱作りをする 

利用者さん（上・下） 

段ボール班の皆さん 

納品直前 出来上がったダンボール箱 

梱包した製品

の荷揚げはフ

ォークリフト

で 

仕切り組作業をする利用者さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すし竹赤橋店様へ 

御礼に伺う 
２月 20日、ほどはら授産所の吉田雅哉

さん、だての郷の岡崎雄一さんが担当職員

と一緒に、節分の際、施設へお寿司のご寄

付をいただいた有限会社すし竹赤橋店様

へ御礼に伺いました。 

２人の代表者さんたちは、赤橋店に出向

き大竹社長さんに、中木理事長のお礼状

と、両施設の利用者さんが作った御礼のメ

ッセージプレートをお届けしました。大竹

社長さんから「皆様からの感謝のことば、

ありがとうございました。来年もお届けし

ますので、楽しみにお待ちください」と御

礼のことばをいただきました。 

大橋社長さん（左）に御礼メッセージをお届けした 

利用者代表の皆さん 


